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研究テーマ（発表タイトル） 

沖縄県活性化のための新たなブランド構築提案 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

沖縄県は、現在観光客数を順調に伸ばしている一方で、高齢化による零細農家の増加や若者の島離れにより農業の将来性
が危ぶまれており、経済状況は今なお不安定な状況である。また、第 3 次産業の割合が高く、農業・漁業・畜産を含

む第 1 次産業の産業全体に占める割合は大きくない。観光産業が盛んになっていく中で、観光消費額の伸

び悩みや外国人観光客の割合の低さが問題視されており、その打開策として外資系ホテルの増加や国際観

光客の呼び込みなど外国人向けにシフトしてきている。沖縄県独自の産業活性化のため、沖縄県の農業に対し、

マーケティングの視点から新たなブランドを提案する。 
 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在の沖縄県の暮らしを支える大きな産業は観光産業であるが、外資系のものが増加傾向にある。 

その反面、農業の割合は少ない。 

第三次産業が沖縄の産業を占める今、その収益の多くは外資に取られてしまい、国内の収益が少ない。そのため賃金の格差が

埋まらないという現状がうかがえる。農業では果実、畜産などは収益は増加現象に見られる。しかし、観光客向けに作ってしまうと

沖縄県自体の活性化は見込めない。まずは、沖縄県内で物産を盛り上げていき、沖縄県のブランドを生み出すことで観光客に

向けることで沖縄県内の収益が見込める。 

 

３．研究テーマの課題 

大きな問題点は、外資系に収益を取られてしまい沖縄県自体の収益が入ってこないため、経済がうまく循

環していないことが沖縄県庁とのヒアリング調査にて見えてきた。また、そのなかでも、沖縄県独自の産

業活性化のため、農家では農協、農園、沖縄県庁のヒアリング調査により以下の 4点が分かった。 

①農業就業人口の低下・農家の高齢化による労働力不足  

②台風や干ばつなどの自然災害の常習  



③出荷コスト等の負担 

④零細農家が多く経営基盤が脆弱 

主にこの四点が挙げらた。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

【コーヒー栽培、販売の利点】 

・コーヒーは干ばつや災害に強く、ビニールハウス等で自然災害全体に対応可能 

・在庫管理により、自然災害があっても安定供給が見込める 

・木を植えてしまえば栽培が他の青果物に比べて容易（高齢者の増加に対応） 

・コーヒーは単価を下げずに売ることができるため元を取れる。 

        ↓ 

①県内で国産コーヒーを生産販売していく 

②コーヒーの生産販売を筆頭に、農業の安定した経営基盤の確立 

③物流コストを考慮し、まずは県内でのブランディングを確立 

④観光客増加に伴い、外国人向けにも観光地やホテルなどでテスト販売 
 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

● ヒアリング調査 

   6/16 企業ヒアリング 

   9/12 沖縄県県庁 

   9/13 現地農家 

   9/14 沖縄県農業協同組合 
 

６．結果や今後の取り組み 

＜調査結果＞ 

企業ヒアリング 

・第４ウェーブ（自宅焙煎）の広がりにより、新たなコーヒーブームが来ているということ 

・海外の豆を輸入する際、港に定刻どおりに本来の商品が届かないことが未だにあるということ 

沖縄県県庁 

・沖縄コーヒーを飲める場所があまりなく、十分な生産量も確保できていないため認知が低い 

現地農家 



・コーヒー栽培は手間がかからない 

・干ばつにも強い 

・お土産用にも、その場で飲むこともできる 

・マンゴーなどの青果物は、収穫後すぐに買い手がいなければ、鮮度が落ち売り物にならないが、コーヒ

ーは収穫してから数年は備蓄することができるため、災害や需要の変動にも対応しやすい 

沖縄県農業共同組合 

・高齢者にとってマンゴーなどの栽培は重労働になるため難しい 

＜今後の取り組み＞ 

①現地のコーヒー農家と引き続きコンタクトを取り、生産能率の向上を研究。他大学(農業系）との連携も

視野に入れていく。観光地やホテルでのテストテイスティングを実施していく。 

➁沖縄県内の若者へアンケート調査を実施。県内での就職についてや、農業に対しての実情を把握する。 
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インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 
※本企画シートは審査の対象となります。 
※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1点提出してください。 
※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 
※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、
A4 サイズでプリントし、3 ページ目までをお渡しします。 
※大会参加申込み時点から、「参加メンバー」の変更があった場合、上記「インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項」に記入してください。なお、参加申込書提出時か
らのチーム名変更は「不可」とさせていただきます。 
※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 
※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経BP マーケティン
グ社は一切の責任を負いません。 
※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も
同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 
※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 


